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徳島県の被害状況
（特殊、SNS型合計 令和６年中）

◎ 認知件数 １５０件

◎ 被害総額 約９．８億円
【全国（暫定値）】
認知件数 ３１，１５１件
被害総額 約２，０００億円
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徳島県の被害状況（特殊詐欺）

件数 件数

オレオレ詐欺 15 26,890 万円 5 3,874 万円

預貯金詐欺 0 7 2,468 万円

架空料金請求詐欺 45 7,895 万円 35 7,639 万円

還付金詐欺 2 217 万円 1 99 万円

融資保証金詐欺 5 164 万円 1 1 万円

金融商品詐欺 2 155 万円 17 29,762 万円

ギャンブル詐欺 1 195 万円 0

交際あっせん詐欺 2 2,705 万円 0

その他 19 1,907 万円 2 1,047 万円

ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ詐欺盗 0 4 328 万円

合計 91 40,129 万円 72 45,217 万円

ー

ー

ー

ー

被害額

令和６年 令和５年

被害額
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徳島県の被害状況（SNS型詐欺）

件数 件数

SNS型投資詐欺 30 36,188 万円 14 32,241 万円

SNS型ロマンス詐欺 29 22,499 万円 15 12,207 万円

合計 59 58,688 万円 29 44,448 万円

被害額

令和６年 令和５年

被害額

※前年比で

認知件数は２倍 被害額は１．３倍
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２ 被害の特徴
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被害者の年齢層（令和６年中）
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犯行のツール（令和６年中）

固定電話

14.3%

携帯電話

26.4%
Ｓ

Ｍ

Ｓ

3.3%

PC画面

9.9%

ＳＮＳ

39.6%
ｻｲﾄ

5.5%

ﾏｯﾁﾝｸﾞ

ｱﾌﾟﾘ

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特殊詐欺（９１名）
※犯人からの連絡手段（初回）

Facebook

30.5%

ﾏｯﾁﾝｸﾞｱﾌﾟﾘ

25.4%

Instagram

13.6%

その他（X(Twitter)

TikTok

LINEなど）

30.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SNS型投資・ロマンス詐欺（５９名）
※犯人からの接触ツール（初回）

8



被害金の交付形態（令和６年中）
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３ 被害防止対策
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被害防止対策

②犯人からの電話を
直接受けないための対策

③金融機関や
コンビニ等との連携
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◆ＳＮＳ等での注意喚起（令和７年度）

◆県警アプリ「スマートポリス」からの情報発信
特殊詐欺等に関する注意喚起情報をリアルタイムで配信

県消費者情報センターや
見守りネットワークと連携し、
市町村や関係機関へ情報を
速やかに共有

ＳＮＳ等利用者に対するバナー広告による注意喚起

「投資」や「出会い」等を求める者を対象に、先制
的な啓発を実施予定
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犯人からの電話を直接受けないための対策

◆国際電話の利用休止申込み周知・支援

◆不審電話撃退装置の無償貸出し

申込みに条件等なく、かつ無償

希望者には、申込書の配付・記載・発送までの手続
きを警察官が全面的にサポート

呼出し音が鳴る前に警告メッセージで応答し、全て
の会話を自動録音

貸出期間１年間（希望すれば延長可能）
【貸出対象】
①高齢者（65歳以上）のみで居住している方
②日中、高齢者のみとなる世帯の方
③本装置設置の必要性が高いと認められる方
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金融機関やコンビニ等との連携

◆「コンビニサポートポリス制度」の導入

◆地元銀行２行との連携強化
㈱阿波銀行、㈱徳島大正銀行との間で、詐欺被害等
防止の連携協定を締結（R6.12）

詐欺の手口や防犯対策に資する情報、口座取引歴等
から詐欺被害と認められる情報や不正な口座開設の
情報などを共有

各店舗の担当警察官による積極的な立ち寄り等による
関係構築・連携強化
（R7.3.3現在、県下全署（10署）で運用中）

特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の手口等に関
する情報提供等を実施
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が出たら詐欺を疑いましょう

※ 1人で判断せず、家族や警察に必ず相談を

電話、メール、ＳＮＳ等で
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以上で終了です。
ありがとうございました。
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